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○山路
　
東村山市から東京都保健所移転後に「子育て
関連の支援施設」 として、 白梅が引き受けてくれないか、という提案が２００６年にありました。その後白梅を含め、市民による検討会を経て、２００８年
10月に、
子育て総合支援施設「ころころの森」がオープンしました。市が運営資金を出し、学校法人白梅学園 受託、運営は白梅と市民（ＮＰＯ）が担うという、三者協働という形となりました。　
この２年近くで、利用は多い日には３００人を超え、
さらに広がっています。保育園に通園しない０、 １、 ２歳くらいの子どもと親を対象 したくつろげる場と う狙い
が市民に受け入れられたようですが、課題もあります。「 『ころころの森』開設２年間を振り返って――その成果と課題」 というテーマで座談会を催したのはそのためです。　
最初に 「ころころの森」 の責任者でもある汐見学長から、
当初の狙いとその達成度についてお話しいただきたい。○汐見
　
もともと「ころころの森」の企画を持ち込ん
だ東村山市は、子ども家庭支援センタ とは少し異なる東村山市独自の子育て支援センターをつくりたい、ついては、どういうモデルがいいか専門家のいる白梅で検討してほしいというこ から始まったわ です。
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当初は白梅が運営まで
引き受けるということではなかったのですが、モデルを考えてほしいことでした。子どもを豊かな玩具環境やくつろぎの環境の中 遊ばせたり、親同士が交流したり、そして一般的によくいわれる親のさまざまな相談機能・学習機能、そういうものを持ったものにしたい。
　
もう少し子どもの文化的な活動、文化実践というん
でしょうか、 童話活動とか絵本活動とか、 特に「アート」というのが一つのキーワードだったと思いますが、そういう体験を豊 にできるような子育て支援センターを構想できないか。　
そのためには白梅の経験、幼児を育てるための美術系・
音楽系・身体系のさまざまなパフォ マンスの経験のある人が入ると一味違う、単に子どもたちを遊ばせるだけではなく、さまざまな 験 深さが期待されたわけです。　
限られた予算の中で、 一つの柱であった 「ひろば事業」 、
子連れで気楽に来て、暖かく柔らかな雰囲気 中で、親もくつろぐし、子どもたちも楽しく遊ぶ。親にはいつ
の間にか友達がたくさんできて、日ごろの子育ての疲れが癒されたり、新しいエネルギーが出てきたりという、そういう機能がかなりていねいに展開されている 思います。　
雰囲気的にも、杉山貴洋先生にご協力いただいて、十
分な財政のない中、柔らかで暖かな雰囲気の場所をつくることでも、かなり まくいっているのではないか。そういう点でも、 「さすがあの白梅がやっていることだ」というような成果が出てきたのではないかと思います。　
相談事業も、専門的な相談は小林美由紀先生に来て
いただいていますが、普段はあまり聞 こと できなようなことも、ここなら遠慮なく聞ける そういう思いを持っている方がか り出てきて、あそこへ行くと気軽にいろん が相談できるので、そういう点でもいいと思ってくださって る方がか りいると思 ます。つまり、そうい 点での機能もか り充実してきた。　
それから、単に子どもたちを遊ばせるだけでなく、
ときどきはイベント や ますよね。 人形をつくったり、親子で遊んだりと 、そう う とについ年間計画を立てながら、一つずつ ねいにやっていると思います。　
始めてしばらくは、 どういうことが可能か手探りだっ
たと思いますが、石井さんを先頭 スタッフが ろろ計画してくださり、参加者のニーズ 合った 比較
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的無理のないイベントを積極的に入れてきたという点で、この種の子育て支援センターとしては、相当多面的で、しかも参加者がリピーターになりやすい、そういう施設として定着し始めているという点では、非常に大きな成果が上がって るのではな か。　
課題ということでは、もともとの計画で言うと、一つの
部屋をアートの部屋にするとかいろいろありました。だけど、そのためにはかなり充実したインストラク がいないと難しい。目標を少し見直 のか、やり方を考えるのか等、 考えなければいけ い という ころがやっぱ ある。　
始めてすぐわかったのは、４～５歳の大きな子どもたち
が来ると雰囲気がかなり変わってしま ます。そう う子
どもたちを連れている人はちょっと参加しづらいんじゃないか。そのあたり 今後の大きな課題だろうと思います。下 子は２歳だけど上の子は４歳というお母さんは絶対出てきますから、４歳、５の子どもたちが来づらいというと、やっぱり大きな欠陥になってい
く気がします。　
場所的には便利なところにあるのですが、東村山市
全体の中ではかなり遠くから来なきゃいけないという人、それから市外からもかなり ているというこ で、もう少し分園という 分所というか、そういうものがあって、あまり無理しないで 行けるようなシステムをつくらないと、 来られる人が限られてくるかもしれない。　
それから、市としてはもう少し母親の学習機能を高
めてほしいとか、子育て支援のための支援者の養成システムをつくってほしいとか、一時預 りをやっ ほしいとか、いくつか要望が る。そ はそれでまた人が必要ですし、準備も必要です 、アフターケア等必要ですので、それはワンランク上の課題としてもう一回考えなければいけない。　
そういうものが残っているとは思いますが、大きな
枠ではかなり奮闘 ているのではないか。○山路
　
ありがとうございました。課題まで出してい
ただきましたが、全体としては、かなり評価できるんじゃないかというのが汐見先生の評価ですね。　
次に、実際に現場で施設の責任者としてやってこら
れた石井施設長 らごらんになって、途中経過も含めて、どんなふうにとらえておられるか、利用状況も含めてお話し下さい。
汐見学長
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増え続ける利用者
○石井
　
平成
20年から
21年３月までの１年半の報告の
中では、１日平均１７０人の利用者が来ていますが、
22年度になって４月から６月でまた増えてきているん
ですね。４月は平均１５６人、５月は１９３人、６月が２２１人、７月１日から
13日までが２３８人で、本
当に３００人を超す日が増えてきています。　
７月１日から
13日までの９日間で、２１４８人来て
いるので９日 割ると１日あたり ２３８ です。　
ちなみに、きょうの新規の方がどんな割合か見てみ
ましたら、東村山の方が３件 小平が５件、国分寺が３件、東大和が１件、所沢が１件 した。最近は東村山よりも、口コミで小平とか国分寺とか東大和とか所沢の方たちがすごく増えている中で増え続けているという現象がある。　
西東京市の子ども家庭支援センターの掲示板に「こ
ろころの森」のこと 宣伝されていたり、東大和 お母さんたちが個人でやっている子育て情報マップみたいなとこ で紹介されてい り 所沢から来た人は近くの公園での口コミとか、 ろんなことで えています。　
本日もいらした小平市のメンバーの４、 ５人のグルー
プの方たち同士で、 「きょうは本当に楽しかった。どう
もありがとう」と、 紹介してもらったことに対して言っていました。そんなふうに気持ちよく帰っていく光景が見られるようになっています。　
特に６月ぐらいからはすごく増えだして、３００人
を超えるようになりました。去年も他市は多かったんですが、ここのところ非常 他市が増え続けていることをどうとらえたら いか、すごく困っているというか悩ん います。　
東村山の方は、０～２歳児が使う場所だというのを
だいたい認識してくれているんですね。本日も０歳１歳、２歳が大体
30人から
40人と同じような人数が来
ているんですが、他市の方たち 多いと、２歳を含めて大きい子たちが多くなって、そういう子どもたちは使い方がよくわからない いうか、来てみる 小さい子優先の施設なん なと理解してくれるんですが、他市が多くなっ く と そこを理解し くれな 部分も出てくるんだなと感じて ます。　
もちろん他市の方でも、問題を抱えていて来る人と
か、ここがあってよかった と思う人たちもいるので、すべてをシャットアウトする気持ちは いのですが、口コミで集団で利用されるのが加速してくるとちょっと困るなというのが現場の率直な気持 です。　
やっぱり来ると、広くて明るくてきれいでという印
象をどなたも持っ くださるし、小さ 子を つ保護
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者にとっては安心できる居場所になっている。ほかの市では小さい子の居場所がない。やはりこういう小さい子優先の施設が増えていかなくてはいけないというのはいらしたお母さんたちの声です。　
多くの人が集まれる広いスペースは出会いの場に
なっているし、交流 場にもなっ て、利点 大きいと思います。土曜日には家族で遊びに来られる場になっていて、パパが
30人以上来ることもあります。土
曜日にはたいてい
20人前後のパパが来られます。きょ
うみたいな普通の日でもパパが７人こられてい 、前は普通の はパパの姿は見なかったんですが、最近は３人とか４人とか らし 、 たちが来るのは土曜日だけではなくなってきて○山路
　
自営業の方とか、サラリーマンの方ですね。
○石井
　
そういう感じですね。それは実感しています。
　
あと、祖父母が孫を世話をする場にもなっているか
なというのと、双子を持つお母さんや、０歳 ２歳のきょうだいを持つお母さんとか、親にとっても一息つける場所 して活用されていると思います。　
最近は、発達障害の子や気になる子を持つ親も増え
ていますので、相談に乗ってもらえたり サポートしもらえたり として頼りに 。小林先生
の「ひまわり会」でも、そういう子どもの親御さんが相談に来られているのを見ているので、そういう場としても頼りにされているの はないかと。　
小さい子の居場所としては、児童館や公民館では対
応が難しい。そういう０歳、１歳の子がのびのびと遊べる場として喜ばれている。 その結果、 生活のリズムが整って睡眠も深くなり、生き生きとした子どもに っていくというこ で、来るたびに顔の表情が変わっ く子どもたちを見る 、小さい子の居場所としてやっぱり大事にしてあげたいなと。　
玩具も、木のおもちゃとか手づくりのものがいっぱ
いあるので、子どもがよく遊べると好評です。そのへんは白梅の学生や白梅保育園の大山先のお力を借りて、 揃ってきたことが今 場所をつくっているんだなと感じています。　
虐待予防の場にも
なってきているかなと思っています。お母さん同士のつながりとか、スタッフとの関係で、気分転換
石井施設長
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になったり、ほっとする場が生まれているというのは、いろんなところで聞かれます。　
先日も東村山市に実家がある、稲城市に嫁いでいる
１歳の男の子のお母さんが非常に暗い顔で入っ きて、ここは相談できるところかと聞かれたので、６月に１歳になったばかり 男 子と３人で私がお話を聞いたんです。お父さんが警察官で１週間家に帰ってこなかったりというので、非常に孤独な感じで子育てをし いる中だんだん自分を追い詰めていったように感じまし 。　
非常にまじめで本当に几帳面なお母さんだと思った
ので、アフリカのことわざに「１人の子どもには１００人の支援者が必要だ」という言葉がある 言いましたら、その言葉が非常にお母さんを励まし みたいで、子育てというのはそれほど大変で、自分に力がないためではなかったんだとわかって吹っ切れたようで、その日は来なかったんです 、明くる日に来たときには、気持ち こんなにも変わるも かと本人も驚くぐらいに変わって、明るい顔になっていました。　
その方は２日間遊びに来ましたが、子どもの表情が
どんどん明るくなっていくのを見たときに、やっぱりこういう施設ってすごく大事なんだ 感じました。　
市民と共につくっていく施設を目指しています。多
世代の方の応援で支え れています。先日七夕会というプログラムをやりました。 お母さんたちが主体になっ
てプログラムをつくりました。ピアノができる方、ホルンができる方、オペラの歌を歌える方とか、そういう技を持っているお母さんたちが中心になってミニコンサートみたいなことをしました。　
お母さんの中には幼稚園の先生がいて手遊びができ
たり、普通の方でも紙芝居の見せ方が上手だったりして、７人ぐらいのお母さんたちが中心になって七夕会を設定したんです。本当に普段は見ないようなお母さんたちの表情が素晴らしかっ のと、そんな 宣伝はしなかったんですが、２００人近 方が集まり た。今度はお月見会をや たいねという声がお母さ たちから出ていまし 。　
ほかにも楽しかったことでは、市外の方にも協力し
ていただいて、手作りおもちゃとか、折り紙コーナーとか、当事者の若いママたちもそういう形で参加してくれるようになっ きまし 。○山路
　
ありがとうございました。お母さんたちが非
常に喜んでやっているというお話で ね れに関連して、鈴木千佳さんのところ 「ＨＵＧ」ではお母さんたちへのアンケートを２００９年末していただきましたよね。そのアンケートを受けて、 母さんはこの「ころころ 森」をどんなふうに利用しているのか、それを話 いただけます 。
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評価は高いが、課題も
○鈴木
　
佐久間路子先生が分析してくださったのです
が、基本的にはいま石井さんが報告したことを裏づける数字が出ていると思います。　
満足度についてはほとんどの人が満足していて、五
段階で５を付けた人がほとんどなので、やはり満足度は非常に高い。　
その中身については、やっぱり子どもがよく遊ぶ。
「こんなに遊んだのは見たことがな 」 「こんなに生き生きした顔を見たことがない」 「ここだとすごくよく遊ぶんです」等がほと どで、結果、自分も気が抜ける子どもが生き生きした時間を過ごしていると思うことで自分もほっとできるんだと思います。どんな質問をしても、お ちゃの充実とか、いろ ろ項目はあるんですが「居心地がいい という部分 評価が高 。　
あと、どのような形でこの施設を知ったかということ
では、やはり口コミが圧倒的 す。ホームページや「おたより」 も出していますの 、 もちろんそれもありますが、子どもが生まれたばかりでは、紙を見てすぐに行こうとなるのではなく、お友達から「いいところがあるよ」言われて来るというふうになって るんだと思います。　
当初は市報にも載りましたし、だいぶ宣伝したつも
りでしたが、それでもＰＲは限界があって、知らない人がやっぱりいたん すね。口コミの効果は大きい。　
他市が増えているのも、他市には紙媒体は行かない
ので、圧倒的に口コミだと思います。口コミで来る人が多いということは、これからも増える可能性が高いと思います。口コミのほう 増員力が高いということはアンケートにも出ています。それを考えれば、他市がどんどん増えていくことは確実です。　
３００人の日はやっぱりすごいんですよね。しかも、
遠くから来ている人は帰らないん す。その日一日ピクニックのつもりで来ているので、一日いるつもりで来ています。グループで朝から最後まで るつもりで来ているので、どんなこ があっ も帰らない。帰るのは、近くの人が帰るというふうになって る 、市内の人たちの満足度が下 っ くことにつ がるで非常に危険だなと感じています。　
それと対応について満足度が高いというの 、もち
ろんそれぞれ個性がありますので、合う・合わな とか個性の違いがありますが、基本的にすごく評価 高いので、現場に出ている非常勤の人たち 姿勢を評価したいと思います。　
労働条件は決していい は思わな んですけれど、
その中でスキルをつけて っ 。出てくる課題は毎日の視点のところからで、日々悩みながら努力して
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いることが満足度に反映されているんだなと感じます。そのへんが評価される体制がと ればいいなと本当に思います。そういう人材って、手放すと本当にもったいない。当初からいるスタッフが継続し 勤務できる体制がとれたらいいなと、思っています。　
あと課題としては、市から要請されている問題があ
ります。やはり 現場が力を入れている部分がこだけ評価されて、こ だけ人が多く来ていると 広場にすごく労力がかかっている。市のほうから子育て支援包括事業の充実、気になる子への支援の件、さまざまな課題に対して十分に対応でき 体制 れていないと思います。　
これから広場以外の対応を増やさなければいけない
となると、３００人も来 いるとちょっとできないというか、バランスが非常 大きな課題になると思 ます。　
そこのところは、利用者アンケートにはなか か出
てこない部分です。全体像をどう評価していくのかいうあたりは利用者ア ケートからは出 こない部分なので、どうしたらいいのかなと感じています。そのへんが表に出ないで、単純に広さ×力の差というふうになってしま と、マイナスの印象を受けてしまうので、そのへんのバランス 難しいなと思っています。　
あと、七夕会がすごくいい形でできた。利用者の力
をエンパワーするような 単純に受け入れるだけでは
なく、ボランティアの受け入れとか、一緒にやっていくということはすごく手間がかかることでもある。そのへんについても受け入れ体制の問題が今後の課題になると思っています。○山路
　
ありがとうございました。課題はまだまだあ
るということですね。　
後ほど改めて議論していただくとして、汐見先生か
ら冒頭にあったように、我々が引き受けた狙いの一つは、白梅らしさをいかに出してい のか。現実には市民が大学と関わることのメリットを求めているところがあった。我々と てもできるだけいろんな先生に関わっていただいて、白梅らしさを出していこうと うことでやってきたわけです。　
その一つが、 小林先生に担当していただい る「相
談」です。特に障害のある子どもたちが増えているいうお話が石井さんのほうからもありま たけれども、それも含めて、親たち・子どもたちのニーズにど 応えてきたのか、応えていけばいいのかということについて、小林先生のほうからお願 します。
増える気になる子の相談、支援
○小林
　
最初に、この相談というのをやるにあたって、
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例えばいろいろな発達支援とか支援センターがやっているような相談とは違って、特に相談があるから来たわけではないけれど、ここにいらっしゃるスタッフの方が気になる方や、何 なく何かありそうだなという方に「ちょっと相談してみたら」と うように声をかけていただいて、私にご紹介 ただくと うよ な形で、相談というより 、ただ一緒にお話をするとい形でやっ ます。　
そのときに、お話しする場所が、普通は相談という
と構えてしま 、話をし い 間にも、小さいお子さんですと「お母さん、そんなに話ばっかりして いで」となるわけですが、広い場所でお子さんがのびのびと遊 いて、 から離れていけ ような場所でご相談をす 、 も本当にゆ くりとお話しするし、お子さんは 子 で お母さんから離れてほかのお友達 遊 だり てのびのびと 。　
お家ではお母さんとうまくいっていないと言ってい
ても、実はお子さんはいろんなことが きるんだというのが目の前で展開 きるんで ね。目の前で展開していくと、お母さんたちもなるほど いう感じで、お互いにとっ 、一生懸命育てようと思うお母さんほど悩みが深くなっていく傾向があ の 、実際に 子どもは十分のびのび育っているし、立派に育って るんだというの 見れることによっ 自信を取り戻して
く。そういうようことがだんだんできてきている。　
相談といっても、実はどんなお母さんでも何か聞き
たいと思うことを持っていらっしゃるんですね。特に「ひまわりの会」だけでなくて、 「つくしんぼの会」といって、 毎月身長 体重を測るということをやっている。そこでもまず保育士の皆さんとご相談して、その次に私のところに来る い 形でやると、本当に時間が切れないぐらいどんどんあって、例えば寝かせつけ方、離乳食の食べさせ方、その一つひとつの中に、いろんな子育ての悩みとか何かが織り込まれ いるわけですね。　
そのあたりのお話をしているだけでも全然違うんで
すが、もしその子の発達で気 な ことがあったり、あるいはお父さんから ろいろ言われて悩んでいしたら、最近はおじいちゃん、おばあちゃ 違ぐらいでしたら何とか乗り切れるお母さんが多くなってきま が お父さんから言われると、 う対応したらいいか悩むお母さんがい っしゃ ん すね。　
そこにほんの一言、二言言ってあげるだけでも、お
母さんの気持ちは違ってくるし、そうすることによて、お母さんが子どもを見 目も違っ くる。そううことがここでもず ぶん りました。　
ただ、最近はちょっと障害のあるお子さんというか
気になるお子さんが増え だ てい んですね。私のやることは、その気になるところ 気にしていただ
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くというよりは、もちろんその中でももうちょっと自信を持ってお子さんと接触できるようなことを言ったりはしますが、医療機関なりそれなりの機関につなげていかなきゃいけないようなお子さ も何人か見受けられて、そのあたりはまだきちんと連携ができていない。ご家族に任せて ると うところが少し問題かと思っています。　
そのうち連携してやっていかなければいけないだろ
うし、そう ったお子さんというのは一回限りのご相談ではなく、ある程度継続して見て かなければいけない。そういうことを積み重ねていかな けないだろうと思 ので そのあ りが今後の課題 と思います。　
実際に、相談のことも含めて、 「ころころの森」があ
るから近くに引っ越してきたなんていう方もいらっしゃいますよね。 それ 毎日通っ くる らっしゃるので、そこまで生活の中の一部分 して捉え る親御さんも るんだなと　
実は２歳以下で親ひとり子ひとりのような閉鎖空間
で育てていらっしゃ ご家族は追 込まれやすいう現状が、 「ころころの森」がこんなにまで受け入れれている背景にはあると思うんです 裏返しだと思 んです。　
本当はその年代というのは、お子さんが一番発達し
ていく年齢ですので、子育 の中で一番楽しい時期です。子どもの育ちぶり、成長が見られるので。ところが、お母さんたちにはそのゆとりがない。子どもが育っている姿を見るゆとりがなくなってしまっている。そこの部分が日本のお母さんたちの「子育 は楽しくない」というこ につなが いる。実はその部分が本当は一番楽し んだよという とを伝えていくと お母さんもはっ 気がつ て、一番楽し 時期を過ごしている気持ちになれる。　
ある意味で、 「ころころの森」が、もっといろんなとこ
ろに広がっていくきっかけになっていかな と、あそこだけですべてを引き受けるのは難し 思います。そういう意味でも、 ほかの市にもちょ と、 学びにきてほしい、きっかけとしてつながっていくといいなと思います。○山路
　
ありがとうございました。
　
杉山先生には「ころころの森」のひろばのイメージ
小林教授
地域と子ども学●第3号47
づくりというか、 デザイン、 内装、 それからワークショップにも関わっていただいて、 「ころころの森」の特色をつくる大きな役割を果たしていただきましたね。
大きいワークショップの役割
○杉山
　
そうですね、ひろばづくりを目指したデザイ
ンということですけれども、先ほど汐見先生からお話しいただいたように、子育ての空間 のは、やはりあたたかさというのがテーマ なっています。これが使用前の写真です（笑） 。僕も初めて見たときは、ちょっとびっくりしたんですね。　
非常に圧迫感があるのと、若干天井が低いので光が
曲がらないんです。それとオープンスペ スとして一番致命的な柱 ある。これがデザイン 課題になったわけです。これをどういうふうに解消するかということで、このシンボルツリーをつ った。これは換気・空調で、逆光で光が洩れるので、 よって空間が膨らむように設計してあります。　
あそこから入っていくと、いちばん最初に逆光でイ
メージが湧いて、このスリットから洩れる で、天井の圧迫感をかなり和らげること できる。それと共に、これが逆光の写真 んですが、歩くと光に変化があで、入ったときに完全に閉じてしまうと視線 止ま て
しまうので、ここのすき間を開けておくことで、奥のスペースまで視点が回るというふうに設計されています。　
これは新しくつくったパンフレットです。ハイハイ
の子が遊具の中で遊んでいますが、小さい子がちょっと動いたときに、光が動くのでけっこ 楽しいんですね。あまり過激な遊具は０～１の子どもには合わないというのと、ここに椅子がありまして、このスリット越しに、例えば「いないいないばあ」をしたり、ちょっとしたかくれんぼをしたり。完全に見えな 「いないいないばあ」より、こういうふうにやるほう 意外飽きないんです、面白いんです。　
僕が指示を出せるところには全部、天然の亜麻仁油
を使ったオイルを塗らせています。ですので、噛んだり舐めたりしても平気になっています。長く使ってただくスペースと うことなので、メンテナンスをすれば、それこそ一生使えます。　
こういうのは木じゃないんですよ、木に見立てた何
かです。これは本物の木です。そ 子どもの手垢というか、お母さんとかがベタベタ触ったも が風合になっていく そこらへんまで考えて設計をしました。　
僕は小平市なんですが（笑） 、子ども 連れていきが
てら、お母さんたちがどんなふうに利用しているのかリサーチをしているんですけ ども、イメージしたとおり、あそこの中でぐるぐる遊 、ツリーを通じ
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て関わるということをやっていて、けっこう飽きないでやっているみたいですね。 そのあたりはとてもよかったかなと思っています。○汐見
　
これは座って遊んだりする役割と、部屋の空
間をこれでうまく分けてくれているんですね。それからデーンとし ものがあるので安心感があるんですよ。これは不思議ですよね。大きな木があると癒される感じがするじゃないですか。あれとよ 似 感じで、部屋全体がこれがあることですごく落ち着 。ないと、なんか落ち着かなくなるというか。そ は つもなるほどなと思って感心してい した。○小林
　
ここに子どもたちがつくったものが置いて
あって、あれはいいですよね。お金をかけてつ ったものよりはるかに い。○汐見
　
あれはワークショップの成果ですね。
○石井
　
あれはオープンする前につくったもの 、
ワークショップで。市役所でやったんです。あれはいまだにみんな好きですよ。あのくるくる回るのを見て……。
○杉山
　
やっぱり子どもが作ったものというのはユ
ニークで、無垢な感じでいいですね。ああいうもので空間を彩るというのを、当初いろいろ考えていた案で使われたもの す。木がセンターにあるので、ワークショップが年４回、一応そこで作ったものを飾って、季節感を感じて らうという試みもして ま 。○山路
　
ワークショップもこれから定期的にというか
随時やってはまた飾っていくという感じで それ 「ころころの森」の一つの持ち味というか特色に っていくわけですね。○石井
　
この間のワークショップでカオル君（仮名）
に２回やっていただいたじゃないですか。○杉山
　
実は、僕が参加したとき、見てすぐ、あ、こ
の子は気になる子だなと。気になる子というか、なんか持っているなというか、非常 多動だなと。　
ところが入ってきたときには、こっちが準備をして
いなかった でうまく対応でき かっ んですね。お母さんも子どもはすご 好き 、だけど、ワークショップのときに、あまりにも自分の子がほかの子と違ってうろうろしているので、泣 ちゃうんですよ　
で、あ、しまったなと思ったんですけれども、全体
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のことを考えると……。事情を聞いていたらできたんですけど、それができなくて。でも、そうはいっても終わるころには、 お母さんも笑ってクルマができて帰っていったんですけれどね。○小林
　
クルマをつくる回だったんですね。
○杉山
　
次回はこっちが完全な準備をするのでまた参
加してください、 というふうにしてまた参加してもらったんです。　
そのときには、ワークショップが始まる前からうち
の学生をマンツーマンでつけ 、始まる前からちゃんと関係をつくって、子どもと約束事をつくって、それで参加したんですね。お母さん、ちょっと いい休んでいてくださいと。初めてでしたから向こうで涙を流していたらしい○石井
　
思いがけずひとりでコーヒーを飲みに行けて、
それもお母さんにとっ はすごく嬉しかったし、離れても大丈夫だったということで二重に……。すごく感謝していました。○杉山
　
そうなんです。戻ってきたら、子どもが落ち
着いて作品を完成させている。お母さんは、今ま 子
どものそういうところを見ていなかったので、喜んで帰っていきました。○杉山
　
こういうワークショップというのは時間をか
けて、やはり知恵とかアイデアで勝負するしかないと思うんだけれど、長くやって く 、今のことも白梅の専門性といったら変ですが、それと地域の力が結びついたいい例 と思うんですね。大学が子育て 応援していく形というのはすごくい んじゃないかと思いました。○石井
　
別の人で、東村山市でそういう気になる子ど
もたちを支える会のお母さんの会がこの１年ぐらいにできたらしいんです。そこの人がこ あいだ訪ねてたんです。白梅のほかのワークショップに参加して、そこで知っ が、９月にあることをお伝えしたら、もしできればそのときに参加したい いってきました。白梅のそのやり方にすご 共感・共鳴していました。○杉山
　
最近まちを歩いていると、子どもに「あ ス
ギ先生だ」といわれちゃう よ（笑） 。講演をお願いされたり、本当に知っているんですね。
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○山路
　
イメージですね。しかしそれは「ころころの
森」が広がって、喜ばれているということですよね。○石井
　
というのは、そのお母さんがおっしゃるには、
そういう子どもだけじゃなくて一緒にやれ ワークショップのやり方をすごく喜んでいらっしゃ ので、そこだけはせめてやろうかなと。一緒にやるということに意味があるんだなと感じました。○杉山
　
カオル君の例を山路先生とお話ししたことが
あるんですけど、そのときに、障害のない子のお母さんはどういうふうに反応するかみたいな話に んです。うちの学生はだいたい経験があって、多動な子とか脳性マヒの子といろ ろ関わってい りするので、事前に知っていればほ ん わからないです。それぐらい、やっぱり知恵と か、こっち 準備で何とかなるものです。障害のある ない子で、楽しくてわかりやす 活動をすれば絶対一緒にできると思うんすね。○石井
　
カオル君の場合、すごく悩んだお母さんが、
言葉が出ないといって汐見先生に相談していたん す。結局言葉も出るようになったし、今は字も読めるようになったんですよ。平仮名も片仮名も一緒に読め よ
うになって……。○汐見
　
４歳で？
○石井
　
そうなんで
す。だから、そういうことに出合えて、お母さんは多動性につき合いながらやっているのですごく大変なんだけれど、でも反面、 「もし預けちゃったらそういう喜びはもらえなかったからよかった」みたいなこと っしゃっているんですね。○汐見
　
もう一つ付け加えると、この間ある大学の先
生が、白梅高校に高校訪問で来て、そのあとで、学長先生いらっしゃいますかといって僕のと ろ 来たわけね。そうしたら、 「お礼に来ました」と言うんですよ。　
何ですかと言ったら、妻が困っていたけれど、 「ころ
ころの森」でお世話になったと、お礼を言 んです。そういう場合はもっと 例えば土日だけでも から自然の中に連れ出して思い切り遊んだりし ほうがいですよと。そういうのをやっている幼稚園のような
杉山准教授
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ところもあるからと言ったら、本当に行っちゃったんですよ。そうしたら見違えるように変わってきたって言うんです。○石井
　
そうそう、本当に行ったんですよ。
○汐見
　
それでずいぶん変わったと。僕はちょこっと
そんなことを言っただけだから……。でも、一生懸命お礼を言いに来てくださって。○石井
　
本当に煮詰まって、どんど 煮詰まって……。
○汐見
　
だから、 ちょっとしたことでそうやって変わっ
てくれるというのは本当にうれしい。みんな相当追い込まれているんだよね。○山路
　「ころころの森」 はそれに応えてきつつあると。
そういうことですね。○汐見
　
そうですね。
三者協働の意義
○山路
　「ころころの森」の一つの特徴として、三者協
働ということで、行政がお金を出し、それを学校法人の白梅学園が請け負い、実際の運営には、もちろん行政が協力しながらも、白梅とＮＰＯ、市民の方々に一緒に参画していただいて、三者協働というのが実現したという、それが一つの大きな柱になったわけですね。　
その三者協働の意義と、市民、ＮＰＯが果たした役
割についてどんなふうに評価できるのか。○汐見
　
これはかなり大きな意味があって、例えば子
育て支援等で先進国 われている国 いくつかあって、我々の仲間はカナダとかニュージーランドによく見学に行くんですが、カナダでは 例えば父親支援の取り組みを始めますと国が決めても、具体的 ど するかは全部市民から募集するんですね。　
市民から募集した案の中でいちばん面白そうだとい
うのを選定して、そこにお金を付けたり、さまざまな条件を整えてあげたりするということを国がやったり市がやったりするわけです。でも、やるのはあくまでも市民なんですよ。それをバックアップ るのが行政で、それ 民主主義だと。　
自治体がプランをつくって、 「さあ、やりますから来
なさい、来なさい」と言うのはほとんどない 話です。やるということは決めるけれど、案は市民から募集するのが普通だと。
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カナダでは児童福祉スポーツセンターとか何かはみ
んなそういうふうにしてＮＰＯがやっていて、それを評価しながら、アセスメントしながら、きちんと財政的な支援とか行政的な支援というのをやっていく。　
日本の場合はある種のメリットというか、追いかけ
ていく段階で、 にかく国や自治体がモデルをつくって、それに市民を参画させるとい 形態をとってきたじゃないですか。だから、いつの間にか、形は整うんだけれども、お上にやってもら というのが強くなて、自分たちが頑張れば形はつくれるんだという自信を持てない国になってしまった。　
今回は、そこまではいかないけれど、一応東村山が
やりたい。だけど形は大学 つくってくれと。そこに市民が入ってきた。だから 市民と大学でプランをつくったという点では 従来とは違うパターンが始まったと思いましたね。　
それで、今は専門性のある大学や、そこにもっとさ
まざまな市民がアイデア ってきたり、あるいは人材を提供して れ りということをやれば、カナダが言っている民主主義み いなものに近づいていく。そういう意味では、新しい形というだけでは く、歴史的に大事な意味を持っ いるのではな か。だから僕らが上手にやることが期待さ て ると思いますね。
○山路
　
きょう来ておられる鈴木さんとかＮＰＯのス
タッフの方には運営にも関わっていただいているというのが一つの大きな特徴です。実際原動力になってきたと思います。当事者である市民の鈴木さんは、どんなふうにごらんになっておられるのか。○汐見
　
今回はちょっと違っていて、こういうのをや
るといって始めるのがＮＰＯ 普通の形態なんだけれども……。○鈴木
　
だから市民がやって現場がＮＰＯと う場合
だと、三者というのはわかりやすいんですけど、職員は白梅で、ＮＰＯがその一角というふうに言えるのかどうかちょっとわからな んです。　
実際には、 「ＨＵＧ」のほうから私が１人出ていて、
「すずめ」のほうからは松本さんというスタッフを出していますけれども、 立場は白梅 職員 ので、 結局 「すずめ」のほうから 千葉さん１人が出てきている形です。ウエイトも小さいし、金銭的な役割も少な ので、それが協働ということな か。　
何をもって協働というのかというところはすごく難
しいし、全国的に見 も過渡期というか そういう部分はある。 ぞれが納得して、 まくいっているよねという状態にまでは来て ない 感じて ます。
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ただ、前段というか始まる前の準備段階のところか
ら関わらせていただいたので、現場の方とも話が率直にできる。ＮＰＯと現場の関係性は悪くはないと思っています。こちらは市内での子育て支援の経験がありますので、ここではこう う感じの事業展開をしたほうがいいのではないかとか、言える範囲のことは少しはあるかなと うか、 きる範囲のことをし きたという感じです。
大きいＮＰＯの役割
○山路
　
ただ、鈴木さんは多少過小評価しているとこ
ろがあって、学校法人白梅学園と うか大学の教員も含めて、弱点の一つはマネジメント 問題 ん すね。そこは実際の子育てＮＰＯの方々、鈴木さんもそうだし千葉さんもそうですが、やっぱりマネジメントに通じておられるというのは大 にはない強みなんですよその点は、ずいぶん助かりましたよね。○石井
　
助けられています。地域をすごくわかってい
らっしゃる。　
だから地域がわからない私なんかは本当助けられた
なと思っていて、ＮＰＯの方たちが入っていなかったらどうだったかといったら、今の「ころころ 森」と
は全然違ったのではないかなというぐらいに思っています。会議も職員会議も一緒に、人数的には少ないとおっしゃるけれど、でも、同じような形で率直に、現場の人と同じ視点で入っていただいています。　
そういう意味では、さっき汐見先生がおっしゃった
ように、プランとかそういうこと ちゃんと関わり合って、東村山市ではこういうふうにし ら いという意見を出していただいて、ず ぶん助けられてきいるなと実感しています。それがＮＰＯの方たちサイドからいくと、納得の った十分なものかという部分は、ちょっとわからないんで けれど 。○鈴木
　
私個人のというよりはＮＰＯの性格上、市内
だけではないですけど、子育 環境をよくしたいとうことがあって 別にうちの団体をアピールしたいということではなく、同じや ら、本当 有効なものになってほしいという気持ちが強 あ やってきかなと思 んですけど、これだ 評価されればよかったなと思います。○汐見
　
たぶん、全国的にもこういう形のものはあま
りないと思うんですよ。　
今は、例えば福祉をやりたいというときに、誰にそ
れを委託するかという 、 くつかパターンがあって、
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第三セクターに頼むときもあれば、保育園の園長会がつくったＮＰＯにさせることもあれば、かなり多いのは自治体が直接運営するというやつですね。　
そういうものではなくて、初めて大学に委託してき
た。これも珍しいですし、それはその専門性を生かしてやってほしいということで、私たちは経済的には何の利益にもならないんだけれど 大学の社会貢献活動というのはいろんな意味で大事になってくる 考えて引き受けたわけですね。　
ただ、私たちにはある種の専門性はあるんだけれど、
市民のニーズだとか、市の歴史の中 蓄えられてきものとかをていねいに掴み、 それを大事にしながらやっていくということのノウハウが全く わけ 。　
だからそこにＮＰＯが、ＮＰＯといってもこれを担う
ようなＮＰＯではなく、これまで市の中で子育て支援をやってきたようなＮＰＯの方が運営 参加し協力する形で来てくださる 、 白梅としてものすご 助かっているというのが実態なんですね。　
もっと別な形に発展していくということも今後は考
えられますけれど、今のところＮＰＯの方々には不満もあるかもしれないけれど、結果として見れば、全国にはない、新し 形を少し具体化できて る ではないかなと思っているんです ね。
他市にも作ってほしい
○山路
　
まとめに入りたい。
　
強調しなくてはいけないのは、東村山市という財政
状況があまりよくない自治体が、こういう今までの自治体にはないような子育て総合支援施設をつくってくれた、お金を出してくれたというのは画期的なことだと思うんですね。　
担当の中島課長 （当時、 児童課長） と私たちが常に言っ
ていたのは、保育園に行っている ども以外 子どもや乳幼児の親たちは自治体・国から何のサービスも利益も受けていないと。しかも子育 は孤立化して悩みも多い。大きな悩みを抱えている親たちがいっぱいいる。それに対し 私たちは何もしてきていないじゃないか、何かやらなくちゃいけない。その思 に東村山市は応えてく たわ です。　
さっきの課題の話にもなるんですが、市外からこれ
だけたくさん来 いるというのは、東村山市よりむしろ財政状態がいい自治体が周りにいっぱ あるのに、なぜそういう潜在的なニーズを受け止めな のか すべてが「ころころの森」のような形にする必要はないかもしれないけれど、保育園に行けな 、行か 親たち、子どもたちの居場所づくりをやらな のか 最
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大の問題だし、その必要性を「ころころの森」をこういう形でつくったことによってアピールできたのではないか。そういうメリットもあるのではないかと思うんです。どう しょう。○鈴木
　
あると思います。他市から来ているお母さん
たちが、うちの市にもつくるよ 言ってくれと言いますよね。○山路
　
結局、汐見先生、やっぱり市内のニーズもこ
れからはどんどん増えていくだろ と思 ので、ほかの市がなぜつくらないのかという話ですよね。○汐見
　
だから僕らが言いに行かなきゃいけないんで
すよ（笑） 。　
これは拒否するわけにはいかない。だけど東村山市
の市民が利用しづらくなってい のも見過ごすわけにはいかない。解決策は小平市につくることだ、所沢につくることだ、それ かない。ノウハウは売りますと（笑） 。○鈴木
　
ただ、資料はたくさんできていますけど、専
門性の高さみたいな あるのかなと。 ろんな人が相談をしにきたり、信頼関係があることがすごく大き
くて、ひろばの事業ではよくいろんなことをポンポン受けることがあるので、言い方は悪いですが、そうなったときに、単純にただの居場所になってしまう。　
もちろんそれも大事なんですけど、そういう小さな
ひろばはたくさんあると思うんですね。　
そういう中で「ころころの森」はやっぱり信頼され
ているなと思います。相談しやすいとか やっぱりリスクの高い人たちが多 利用しているということは、ほかの市のひろばではあまりないことなので、そのへんが評価されて るんだと思うんです。○汐見
　
僕はやっぱり白梅が引き受けて、先生たちが
これまでもいろんな形で関わり、すべて細かなとこまで配慮されていると思うんですよ。　
しかも実際始まったら石井さんの働きがすごく大きく
て、何気ない雰囲気づくりですけれど、しっかり目配りしながら、こういう言い方はちょっとまずいとか、ここにこんなものがあるのはちょっとまずかった か、掃除の仕方がちょっと ず とか、ものすごく気を遣って る。　
子育て支援というのは相当専門知識性の高い仕事な
んですね。それをさりげなくやっているというところに、石井体制の力というのが発揮されて るんだうんです。つまり、ああいう場をつく ば必ずうまくいくというふうにはあまり思 てほし ないところは
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あるんですよ。○山路
　
最後によりよきものにしていくためにどうす
るべきか。子育て支援のニーズは潜在的にはもっといろいろある。 「ころころ 森」がある程度は応えてきたというところはもちろ あると思うけれど、よりよいものにしていくために、 「 ころの森」の課題 何でしょうか。○杉山
　
僕は関わる人のアイデアとか支援を具体的に
していくことかな ふうに思います。専門 人も専門でない人も、とにかくいろんな人が関わる形がい のか と思っています。○山路
　
そこが大学が
一つの特色を出せるところですね。 小林先生、いかがですか。○小林
　
そうですね。
学生の参加ということで、最初はちょっと学
生の参加が危惧されていた部分があったんですけど、今は逆にそれを有効な形でむしろ受け入れてくれている。学 がいてくれたからよかったという形で。　
学生たちは、気持ちはあるけれどどうしていいかわ
からない だから方向性 ちゃんと示せば、みんな喜んで「ころころの森」に行って、子どもたちにふっと関わる。子どもたちも実はちゃんとわかるんですよね、自分のことをわかってくれる人たちのことが。　
みんながその子に目をかけてくれているという気持
ちがあると、全然違ってくるんだろうと思います。　
そういう意味で、学生も含めて専門性を ち込んで、
子育てをみんなでやるということがどんどん広 る方向になっていくといいな 思います。○山路
　
鈴木さん、いかがですか。
○鈴木
　
この間はアンケートでも学生さんを使わせて
いただいて、学生さんたちが、お母さんたちの子育がいかに大変かがよくわかっ 面白かった、お母さんたちがすごく大変なこともわか たようです。学生さんたちの反応も面白いというか興味深かったし、お母さんたちも学生さんが関わっていることをすごく好意的に受けとってくれた。　
課題は、私は市とＮＰＯとの間に入っているので、そ
山路教授
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ことの兼ね合いがいますごく大きい問題だなというふうに思っています。バランスの問題をどうしていくか。○山路
　
行政との関係ですか。
○鈴木
　
行政との関係というか、求められるバランス
ですね。○山路
　
石井さん、最後に一言。
○石井
　
やっぱり初心を忘れないということでは、 いっ
ぱい来てくれていることに鈍感になってはいけないなと思っています。本当に初めて勇気を持ってやってくるお母さんたちがいるんだというところをいつも心に留めていこうと。　
今は新しく来た方にはこういう目印をしてもらうよ
うにしてい んです。というのは、入っちゃうとなかなかわからないんですが、初めてのお母さんにはわかるようなものを付けてもらって、そ 人には、本当に勇気を持って来てくれたこと、また、そ がなぜここへ来たの と うこ を思いやりながら、そのお母さんに暖 い声をかけ くと う配慮をしていくことが大事だと思っています。 「本当にようこそ来てくださいましたね」 う思 が伝わるようなそ
いうような配慮ですね。　
ああいうところは生身なのでどんどん動いていくん
ですね。いまいいからといって、それが続くかというとわからな 。その原点は何かといえば、スタッフだと思っています。ですから、スタッフの研修をできるだけやれるようにしたい。　
いま見ていると、気が緩んだり、慣れで変わってい
るのをビンビン感じるんですね。そのときに、スタッフにはどう気持ちよくやってもらえる に配慮し、 チームワークを尊重していくと うことが、支援の質を高める。いろんな親が来るんだ 、 ろんなスタッフの個性を認め合うような関係づ りを て か い 、迎え入れ 側が、あ 、この親がということで選別をしてしまう。　
私たちは人間ですから好き嫌いがあってもしょうが
ないんだけれど、でも、本当にそれでいい かということを、いつも振り返れるような、そう う集団を保っていくことが大切だと思っています。　
私も悩むことが多いですが、スタッフ同士でもいろ
んな欠点が見えてくるし、そこのところで、みんながストレスを発散する 気分がいいから、そういうふになりやすいというのは日々感じる で、本当にいい空気があの中になければ、来た親はすぐ敏感に通じるから、そういう質の高 、そんな人を受け入れるよう
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な人間関係をスタッフの中でつくっていかないといけないのかなといますごく強く感じています。○山路
　
わかりました。では、汐見先生、最後に締め
くくりを。
教育・研究にどう生かすのか
○汐見
　
こういう施設が、孤立して悩みながらストレ
スいっぱいの子育てをしているお母さんなりお父さんにとってどれだけ大事な施設かと うことは、私たちも実証してきたような感じが ますけれども、子どもたちの育つ環境を考えると、年々貧困になっているんですよね。　
きょうも少し出ましたけれど、例えばワークショッ
プというのは、さまざまな経験と出会うことで、子どもたちの中のものがキラキラ光りだしてくるというようなことだと思うんです。そういうものをもっと多様に僕らが開発していかなきゃいけ い。　
積み木なんかはたくさんあるけれど、その積み木も
十分活用されていない い か 小さな子には積み木は難しいかもしれない。 そ ると、 れ 代わる何か、新しいワークショップがあって、それ 子どもがどんどん変わってきたという のが開発されていくという
ふうになって、 「ああ、さすがに大学がやっているものだ」となっていくような感じが るんですね。　
そういうことをみんなで共同研究していくぐらいの
スタンスでやれれば いなと。それ 定期化されれば、全国のこういうことをやろうとしているところ もサンプル程度にはなっていくと思うので、課せられていることはまだまだ大きい いうふ に自覚してやりたいなと思いますね。○山路
　
大学としても絶えざる検証・工夫をしていか
なきゃいかんということですね。それを教育・研究にも生かしていくと。○汐見
　
やっぱり研究的にやっ いくことがないと大
学ではないですよね。○山路
　
ひき続き我々も頑張っていきたいと う
で、この座談会を終わりたいと思います きょうはありがとうございました。
